
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23 年 5 月 15 日現在 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 
１）中英語頭韻詩のデータベースの構築。半行ごとに頭韻やストレス位置、連語構成等につい

てマークし、定型表現が頭韻音、語順、語の組み合わせから検索できるコーパス３万余行を完

成させた。２）学会発表。国際中世学会、日本中世英語英文学会、英語史研究会等で研究成果

を発表した。３）韻律と連語の解明。繰り返し登場する同一あるいは酷似した連語の成り立ち

と韻律の関係を英文の著作にまとめ、６章分 250 頁程まで書き進めた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In alliterative verse, the repetition of the same sound establishes weight in sound and 
meaning since identical sound does not frequently initiate successive words in ordinary 
speech. In Middle English alliterative verse, another type of repetition is found in 
similar wording and phrasing as observed by Cable, Duggan, Oakden, Putter, and 
Turville-Petre. Using corpora consisting of approximately 30,000 lines of major and minor 
ME alliterative poems, I have analyzed the recurring collocation patterns of the second 
half-line, which is known to be structured by precise metrical rules. The analysis of 
the metrical and syntactic compositions of the second half-line illuminates whether 
recurring phrases and clauses can be considered as a special device in ME alliterative 
meter. Though not in the form of identical words, these collocation patterns seem to act 
as formulaic expressions and establish the unique mode of repetition. 
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１．研究開始当初の背景 

平成15年度から平成18年度まで科学研究
費補助金を受けた「中英語頭韻詩における
口承様式の定型表現」研究において、中英
語の韻文や散文に口承様式の定型表現が存
在したか、頭韻の繰り返しによる遊びが英
詩の伝統が形成されるなかでどのようにし
て文芸にまで高められていったかを解明を
試み、主立った中英語頭韻詩の分析データ
を蓄積することができた。本研究の目的は、
この先行研究で得られたデータを更に拡大
して多面的に分析し、他の作品も加えて更
に総合的なデータとして編集し、定型表現
のように繰り返し登場する同一あるいは酷
似した連語の成り立ちが、韻律の枠組みの
中でどのように機能しているかを解明する
ことであった。 

中 英 語 頭 韻 詩 （ Middle English 
Alliterative Verse）研究は、同時代の詩
人チョーサーに関する研究ほど日本では広
く知られてはいないが、多数ではないにし
ろ、優秀な研究者によってその意義が論じ
られて来た。頭韻詩形式は古いゲルマンの
伝統であり、英語の音韻やリズムの解明に
役立ち、文学専攻の学生にも英語学専攻の
学生にも必須有用の知識である。日本の研
究者、特に若い研究者にもっと古英語、中
英語の伝統を強く保つ頭韻詩のことを知っ
てもらえれば、中英語すなわちチョーサー、
という既成概念にとらわれず多面的な視座
が開ける契機になるであろう。欧米の学会
では、中英語頭韻詩の研究は、英語の特徴、
ゲルマン文化を受け継ぐ表現として重要な
分野と認識されており、研究者の数も多い。
電子テクストやコーパスの広がりにより、
資料の入手がたやすくなったことで、デー
タ量を増やし、分析の信憑性を高めること
が可能になった。日本人研究者がこの分野
で研究成果を発信することは、現代の日本
で研究する者に時として立ちはだかる時空
の隔たりを乗り越えて、どのようなことが
真に言えるのかを問うことでもある。 
 
２．研究の目的 
 これまで 20 年以上に亘って中英語頭韻詩
の韻律について研究を重ね、現代言語学に基
づく韻律分析方法により、リズム、音韻、文
体等と関連づけながら、国内及び国際学会で
研究発表をすると共に、国内外の学術誌に研
究論文として発表して来た。特に関心をもっ
て研究して来たのは中英語頭韻詩における
音の繰り返しの意義と、語の組み合わせ、す
なわち連語（collocation）が文芸技巧とし
て果たす役割についてである。前述の「中英
語頭韻詩における口承様式の定型表現」研究

において、中英語の韻文や散文に口承様式の
定型表現が存在したか、古英語の伝統から始
めて包括的に研究することによって、言葉に
よる遊びが英詩の伝統が形成されるなかで
どのようにして文芸にまで高められていっ
たかを解明を試み、主立った中英語頭韻詩の
分析データを蓄積することができた。このデ
ータを多面的に分析して中英語頭韻詩の特
徴ごとに検索しやすく編集し、定型表現のよ
うに繰り返し登場する同一あるいは酷似し
た連語の成り立ちが、韻律の枠組みの中でど
のように機能しているかを解明することが
本研究の目的である。 
 中英語は現代英語へつながる過渡期の言
語として重要な位置を占めるものであるが、
複雑な音韻変化、語形変化の単純化、おびた
だしい数のロマンス語語彙の借用など言語
自体複雑な様相を呈するうえ、ヨーロッパの
歴史的社会的背景がさまざまに絡み、古英語
より解明が難しいとされている。そのため、
中英語頭韻詩の韻律研究は、古英語頭韻詩の
韻律ほどには研究者の合意を見ていない。伝
統的な文学研究の方式や、現代言語学、殊に
音韻論の研究方法等が用いられて来たが、近
年国内外の研究者が強い関心を寄せている
のが、コーパスを用いて頻度の分類から研究
する方法である。先に韻律や語の組み合わせ
の基準を定めて合う合わないの判断をする
のではなく、実際の現象を詳細にわたって分
析し、全体の傾向から基になるテンプレート
を導き出し、個々の行、また作品ごとに、忠
実にルールに従うものと、そうでないものと
に区別してその意義と役割を考えるアプロ
ーチである。 
 この研究では、古英語頭韻詩に用いられる
口承様式を思わせるように繰り返し登場す
る一定の語の組み合わせに注目し、それぞれ
の作品の中で特定の連語が韻律とどのよう
な関係にあるかを解明してコーパスを作成
した。書き言葉を前提とした中英語頭韻詩で
はあるが、声に出して読むことが依然前提と
されていた当時において、繰り返しを好み、
さまざまな技巧を駆使して独自のリズムを
生み出した頭韻詩の詩人たちが、斬新的な技
巧と古くからの伝統の両方をどのように取
り入れたかを解明すれば、中世英語における
文芸の意義を再確認し、また英語史研究にも
貢献することができると考える。口承様式の
定型表現を集め、音韻と統語の関係を明らか
にし、個々の作品の特徴と全体に共通するテ
ンプレートを明示することで 13 世紀から 15
世紀のあいだに英語文芸活動が頭韻詩にお
いて表現しようとした繰り返し表現の意味
と言語変化を再構築することができたと考
える。21 世紀を迎え、文学、言語学、フィロ
ロジーにおける日本人研究者の緻密な学び



がこれからは世界に発信され、研究成果が世
界に知らされていくであろう。この研究がそ
の流れの一部となって欧米の研究者との交
流がさらに深まれば、有用な機会となろう。 
 
３．研究の方法 
 分析は、古英語頭韻詩に用いられる口承様
式を思わせるように繰り返し登場する一定
の語の組み合わせに注目し、中英語頭韻詩の
中で特定の連語が韻律とどのような関係に
あるか解明を試みた。これまでにデータとし
て蓄えて来た中英語の分析資料は、半行ごと
に音韻と文法構成の情報をインプットして
第一段階のデータベースとした。更に種々の
古英語辞書、中英語辞書、コンコーダンスな
どを用いて頭韻やストレス位置、語順等につ
いてマークし、定型表現が頭韻音、語順、語
の組み合わせから検索できるコーパスを作
成した。中英語頭韻詩において行の後半が韻
律を決定する重要な働きを担うという 
Thomas Cable, Hoyt Duggan, J. P. Oakden ら
の先行研究に従い、１）全行、２）前半行と
後半行の間の構成、３）後半行の構成、４）
後半行の連語、５）全体の韻律の５点につい
て主立った作品約３万行以上について詳細
なデータを得た。 
 
４．研究成果 
 2010 年度は特別研究期間の年であったの
で、主に University of London, Institute of 
English Studies の研究員としてロンドンに
滞在し、大英図書館及びロンドン大学図書館
にて研究に集中することができた。その他に
さまざまな大学図書館を訪ねたが、このよう
な一次資料の閲覧は、テクストの読みを正確
に行う点で有意義であった。国宝級の写本や
稀覯本を直に読むことができたのは、個人の
研究に深みと広がりをもたらしただけでな
く、IT の恩恵を受けて今までになかった研究
方法や資料が使われるようになった英語史
研究の現状をつぶさに見る好機であり、研究
休暇が明けた後、授業や学生の論文指導に活
用できる有益なものであった。また、セミナ
ー、ワークショップ、大学院の授業や口頭試
問等に参加させてもらい、今の英語学の動向
に触れ、教授達と情報交換を図ることができ
た。また途中訪ねたアメリカでも各地の大学
図書館や学会で更なる資料を入手し、アメリ
カの英語史研究の最先端を垣間見ることが
できた。データベースは、３万余行を最終確
認済みの状態まで完成させ、頻度による実例
に鑑みつつ、中英語頭韻詩に繰返し登場する
定型表現あるいはそれに似た役割を果たす
語句についての著作にまとめ、６章分 250 頁
程まで書き進めた。４年間の研究成果の集成
となるはずである。全体の原稿が仕上がった
ところで出版社との交渉を図る。言葉による

遊び、芸術の形としての詩、まして頭韻詩の
ように過剰な音の繰り返しを用いる言葉の
芸術は、中世英語だけでなく他の言語、他の
時代にも見られる普遍的な言語活動であり、
14 世紀の英語の形を知る上で文学、英語学、
英語史に役立つ資料として、日本の研究者の
みならず欧米の研究者にも役立ててもらえ
ると考える。 
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